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	報 告 者 氏 名
	小泉　光香 （国代表：光セーリングクラブ）

	大 会 名
	IODA WORLD SAILING CHAMPIONSHIP 2010

	開 催 地
	Langkawi, MALAYSIA

	大 会 期 間
	December 28, 2010 to January 08, 2011


	開催地域の

様子
	　リゾート地とは程遠いイメージ　。

大会会場の準備も行き届いていない箇所も見受けられた。
　

	宿泊場所
	　オフィシャルホテルの予約した部屋が1部屋少なかった。翌日には追加してくれたが対応はいい加減。
　日本の常識は通じない。（オフィシャルなのに一般客に部屋を融通していた）

　サポーターホテルとして手配したコンドミニアム（3ベットルーム＋2シャワールーム）は、ハーバーとオフィシャルホテルの中間に位置し便利であった。簡単な調理もできたが、安全のため水道水は飲料水としては利用しなかった。また食器類も使い捨てを購入して利用。


	大会のサポーター
への対応は
	　現地の方々、大会関係者の方々は大変親切にしてくれました。
　開閉会式、今回はカウントダウンパーティーもあり交流を深めることができました

　また、GPS中継をみながら交流する？新しい形もありました。

	選手たちの

 コンディションは？


	　海外のレースの経験者が多かったので、自分なりに体調管理・気分転換をしていました。
　今回は時差も少なかったせいで体調を大きく崩す選手は出なかったのが幸いでした。

	サポーターとして気をつけたことは？


	　選手の体調管理。生水を一切使用せず、うがい・歯磨きもミネラルウォーターで行うように徹底した。それでもレストラン等で注文したジュースに入っている「氷」でお腹を壊した選手がでた。缶ジュースもストローで飲むようにした。極度に辛いもの・生もの・半熟の卵等は食さないように注意した。
　やはり「食」が進まないと「意欲」も落ちてくるのがわかりました。オフィシャルホテルでの食事で不十分なときは、ビスケット・リンゴ・チョコなどを捕食とした。持参したおせんべい等のお菓子・サプリ系で気分転換した。時間があるときは外食をしてメリハリをつけた。



ＪＯＤＡ海外派遣委員会

	海外の選手を見て感じたことは？


	　ワールドだけあって、大会が終盤になるまでは、次の日のレース準備、体調管理を優先しているのか現実で、遊び半分・旅行気分の雰囲気はなかった。（そうでない国・選手もいるが・・・）
　専属のペイドコーチが陸上でも海上でもセッティング等すべて行う光景は異様なのか常識なのかは？

　最後は積極的にTシャツ・鉢巻の交換に日本チームにアタックしていた。（mail＋facebook）


	日本の選手を見て感じたことは？


	　お国柄か他国に比べると少し消極的。

やはり、英語力のなさが消極的な行動になる最大の原因である。

	Spare dayの過ごし方は？


	　2日間のスペアデ―は、個人練習・休養・選手の自主性に任せました。

うち1日は気分転換に島内観光にみんなで行きました。大会期間が他の大会と比べると何日か長いのでそれまでの成績にもよりますが、一息入れるいい休みだとおもいます。

	日本チームとして

の課題


	　チーム内選手同士の連携。

合同練習・合宿を通じてのコーチ・選手・父兄の連帯感を作ること（早期に・数回開催）
チームレース練習の重要さの再確認

	ＪＯＤＡへの要望
	　ワールドのコーチは、JODA・JSAF・JOC？等の推薦ありきで、ワールドチーム内で決めることが出来ないのは了解ですが、　今年のように大会直前まで気ままらないのは異常とおもいます。

　早期に決定し、合同合宿に顔合わせが出来ることが基本だと思います。


	その他

　
	おにぎりを準備し、海上での補給食とすることをお勧めします。（今回はレトルトご飯持参）

塩分の補給にもなります。（梅干し・鮭フレーク・塩コンブも準備した方が良い）

サプリメントでの体調管理もいいが個人差がある。大会後半戦、また体力の低下した時には日本食＆サプリは最大の助けとなります。


	持参品（特記）
	レトルトご飯　ふりかけ　味付けのり　味噌汁　スープ　お菓子　ポカリ粉末　
サランラップ　ジップロック　クーラーボックス（沖弁用）
風邪薬　傷薬　消毒薬　胃薬　整腸剤　解熱剤　抗生物質　テーピング　カットバン　虫よけ　目薬




ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

